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１９５４年 池田市生まれ、北豊島小、北豊島中（１９期生）、池田高校（２４期生）

１９７２年 早稲田大学商学部（早稲田大学国際部交換留学生として１年間米国留学）

１９７７年 三井物産入社、同社エネルギー・情報産業本部（米国勤務１０年間）

２０００年 株式会社ホリプロ取締役経営企画室長

２００５年 TOEIC935点

大阪維新の会池田

古川 ひろのり
池田市政報告

２０２5年
春号

古川ひろのり略歴
池田市議会議員（大阪維新の会 池田）、文教病院
委員会副委員長、まちづくり防災特別委員会委員、
一般社団法人彩志義塾（ダイバーシティ、女性活躍
推進の「立志塾」）運営、石橋読書会会長、自称ウォ
ンバット応援団長、ビジネス書著者（34冊）

現　　在

古川ひろのり公式サイト

古川ひろのりの《3つ+αの公約》と活動現状

グローバルな
子どもたちを育てる

人口減少に
歯止めをかけたい

子育てと、女性活躍
推進の街とする

池田初のエンタメ
文化の構築

公
　
約
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動
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●昨年７月に「ウォンバット英会話
サロン」立ち上げ＠タローパ
ン、毎月第３木曜。

●池田市内の英語学校・教育機
関を調査中。

●池田英語推進協会立ち上げ予
定（近々）。

●池田市と市外向けシティプロ
モーションにつき、打ち合わせ中。

　池田市の素晴らしさを市外に
も発信すべき。

●人口減少対策で成果を上げて
いる他の地方公共団体を勉強
中。例えば「母になるなら流山」
の千葉県流山市。

●企業誘致を行政に進言中。

●市内の女性活躍推進のイベン
トに積極的に参加中。
●「女性管理職・
役員のための
立志塾」の大阪
版ができない
か検討中。

●ウォンバットの外部向け発信を
強化したい。

●ウォンバットのイラストコンテ
ストを提案中。

●社会人落語
　日本一の
　活性化。

Ⅰ：人口減少対策
池田市は自然や安全な環境に恵まれ、また誇るべき長い歴史があり、小林
一三や安藤百福など有名人もおり、池田を市外に広くアピールしていく
必要がある。池田市にも人口減少問題は現実問題となり、その対策も必要
（第６次総合計画では１０５,０００人を想定、第７次総合計画では１００,０００人
を想定）。池田市の歳出予算は増え続けているが、歳入は減少中。

Ⅱ：インバウンドビジネス
年間９０万人と言われるカップヌードルミュージアムへの来訪者は、ピンポイ
ント訪問をされる方が多く、池田市で食事をしていただくとか五月山動物園
などにも回遊いただく工夫が必要。駅前にホテルがないので、民泊を推進
すべき。
▶令和６年６月古川一般質問から
問 カップヌードルミュージアムへのインバウンド観客対応として英語の
看板の整備が必要ではないか。
答 同対応を含めHP刷新や看板のあり方を考える。
▶令和６年９月古川一般質問から
問 池田駅や石橋阪大前駅近郊には大きなホテルがなく、池田市をスルー
するインバウンド人口が多いと理解するが、ホテル誘致が難しいなら民泊を
推進するのはどうか。予約システムを持つ近隣ホテルが民泊経営に参画す
るのもよいと思う。
答 民泊は国内外からの観光客誘致につながり、地域活性化の一助となる
可能性がある。民泊の監督責任は大阪府にある。当市としては、快適な住
環境の保全や市民生活の影響等について注視する必要がある。
（古川コメント）池田市は民泊には消極的？

Ⅲ：池田市の財政対策
（古川主張 その１）「だからこそ、中長期計画が必要ではないか？」
▶令和６年９月古川一般質問から
問 大阪市には令和１４年度までの財政収支概要があるが、池田市は令和
９年度までしかない。第７次総合計画は定性計画のみで、定量計画がない。
やりたいことと懐具合が一致している必要があり、長期定量計画が必要で
はないか。

答 池田市は現在５年推計を公表するのみ。今後施設再編などを検討する
上で長期推計が必要と考え、試算する。
（古川コメント）財政が苦しい時こそ定量計画の早めの開示が欲しい。
｠（古川主張 その2）「財政が苦しいなら行政の生産性を上げる必要がある。
選択と集中を行い、生産性が低い部分を洗い出し、過去の慣習や経験から
決別すべきではないか」
▶令和６年６月古川一般質問から
問 議会にも課題があるが、行政も生産性を高めることが重要ではないか。
答 生産性向上は必要で、効率の良い業務遂行に努める。
（古川コメント）生産性向上の具体案が欲しい。財政が苦しいからこそ
ムリムダムラを排除すべく、事業見直しが必要である。部署ごとの見直し
のほかに、総合的に生産性を判断する部署の２元化が必要ではないか。
｠（古川主張 その3）「財政厳しい中、企業誘致が必要では」
▶令和６年９月古川一般質問から
問 企業誘致について。大きな用地が必要となる製造業ではなく、例えばパ
ソコンがあればいいIT会社などの誘致は考えられないか。
答 企業誘致は、地域経済の活性化や税収増加などのメリットがある。本市
は、企業誘致より地域で必要なスキルを持つ人材を育成することに注力し
ており、幅広い業種で市民が活躍できる環境を整える。
（古川コメント）起業家育成は大切であるが、起業が成功し、社員が増え市
税が支払えるようになるには１０－２０年かかる。既存企業の誘致にも注力
願いたい。
｠（古川主張 その4）「歳入を増やすべき。ふるさと納税も含めて、歳入アップ
を考えるべき。公共性の高い事業はそれなりの対応が必要であるが、受
益者負担であるべきものは受益者負担とすべき。他市でも行われている
歳入アップ施策も参考にすべき」
▶令和６年９月古川一般質問から
問 福祉バスや池田市の保有する施設での広告戦略を伺う。アゼリアホール
の命名権を民間に有料で与えられないか。
答 福祉バスは本市の広告物を掲示している。広報誌やHPに有料広告を
活用しているが、歳入確保の一つとして有料広告を模索する。アゼリアホール
は、昭和50年に竣工され、その名前で長年親しまれている。命名権につい
ては施設のリニューアルについて計画するタイミングに検討する。

古川裕倫の想いを以下の通りリストします。過去に行ってきた本会議での一般質問の一部もご参考までに掲載します。古川裕倫の想い
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行財政改革を推し進めるには、議員が先ず「身を切る改革」を実行し、議会改革に取り組む覚悟が必要です。
「身を切る改革」の一部として、大阪維新の会池田市議団全員は、現在議員報酬から月額報酬手取り2割
相当額を池田市外へ寄付しております（寄付先は災害被災地や福祉施設など。市内への寄付は公職選挙法
上認められていません）。大阪維新の会池田は、重点戦略を次の通り定めています。
思いが違っても全ての党派・会派が進めたいことを意思表明すべきと考えます。

●生産性の向上を目指す
●不易流行。前例踏襲ではなく、根本的改革を行う
●行動はスピーディに。
　できることから、小さなことから実行する
●信頼される誠実な会派となる。
　善政競争はするが、非難戦争はしない
●身を切る改革を実践する
●政策を学びよりよいものを模索する

維新池田信条の明確化
●議員定数削減を目指す
●議員報酬削減を目指す
●議会改革を推進する
●議会の見える化。
　議会オンラインリアルタイム配信
※令和６年度からオンラインリアルタイム配信開始

●生産性向上。足し算だけではなく引き算もする
　ECRS推進＝Eliminate,Combine,Rearrange,Simplify）
●市民のニーズに答えた成果を求める
●民間企業との協業を進める
●人材育成・モチベーションアップ

行政改革
●企業誘致
●財源確保（ふるさと納税、企業版ふるさと納税の強化）
●官民連携の強化
●補助金・助成金の見える化
●国・府の交付金獲得の働きかけ

行財政改革

●附属池田小学校事件があったからこそ日本一の安全な街に
●街灯・防犯監視システムの強化
●かくれ待機児童の解消
●里親制度の周知
●高齢者が安心して生活できるまち

安心安全な街づくり
●ウォンバットのいるまちや池田のウリを他地域へ広く発信
●他地域からのイベント集客
●英語力も含めたグローバルな体験が好きになるまち
●次世代との相互交流ができるまち
●空き家問題の改善および利活用の検討

住み続けたい街づくり

●すべての人権・多様性を尊重する
●多様性を受け入れる
●女性が活躍できる社会作り
●維新池田の女性議員比率３０％以上を維持
●高齢者への憩いの場所の提供

ダイバーシティ推進
●子どもの権利擁護・参画ができる環境づくり
●教員の負担低減
●学力向上だけが指標ではない学びの提供
●小中校の給食無償化をめざす
●選択できるインクルーシブな教育環境

教育改革

ご報告

議会改革2
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